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決
意
新
た
に
出
初
式

大
田
市
消
防
出
初
式
を
開
催
し
、火
災
や
災
害
か
ら
市
民
の
安
全
・安
心
を
守
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事
1
8
ペ
ー
ジ
）



広報おおだ　Ｒ8（2026）2.19 ２

　
開
票
は
投
票
日
当
日
の
20
時
か

ら
、
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー
で
お
こ

な
い
ま
す
。

　 　
次
の
要
件
を
備
え
、
大
田
市
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
す
。

■
平
成
20
年
４
月
６
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
（
投
票
日
に
お
い
て
、

満
18
歳
以
上
の
人
）

■
令
和
８
年
３
月
28
日
現
在
で
、

３
か
月
以
上
大
田
市
内
に
居
住
し

て
い
る
人
（
令
和
７
年
12
月
28
日

ま
で
に
転
入
届
を
提
出
し
、
引
き

続
き
居
住
し
て
い
る
人
）

※
　
投
票
日
の
４
月
５
日
ま
で
に

大
田
市
外
へ
転
出
す
る
人
は
、
投

票
所
入
場
券
が
届
い
て
も
投
票
日

に
投
票
で
き
ま
せ
ん
（
転
出
日
に

よ
っ
て
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　
投
票
所
入
場
券
は
、
１
人
１
枚

ず
つ
の
圧
着
ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま

す
。
三
つ
折
り
の
圧
着
ハ
ガ
キ

で
、
表
と
裏
の
両
面
を
そ
れ
ぞ
れ

開
く
と
、
内
側
が
入
場
券
、
入
場

券
の
裏
面
は
期
日
前
投
票
の
宣
誓

書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
配
達
の
都
合
に
よ
り
、
同
じ
世

帯
で
も
別
の
日
に
届
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　 

　
投
票
所
は
、
市
内
の
31
か
所
に

設
け
ま
す
。

　
入
場
券
で
投
票
所
の
場
所
や
投

票
時
間
な
ど
を
確
か
め
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

大
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
５
日
㈰
が
投
票
日

　
こ
の
選
挙
は
、
今
後
４
年
間
の
大
田
市
の
市
議
会
議
員
を

選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。候
補
者
の
政
見
や
政
策
を
見
極
め
、

忘
れ
ず
に
投
票
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
告
示
日  

３
月
29
日
㈰

▽
投
票
日  

４
月
５
日
㈰
　

※  投票日当日は、入場券に記載された投票所以外での投票はできません。

【投票所および投票時間一覧】
投票
時間

投票
時間

7時
～
19時

7時
～
18時

7時
～
18時

静間町

五十猛町

大屋町

久利町

大森町

水上町

祖式町

大代町

湯里

温泉津

井田

福波

宅野

大国

馬路

大田町第１

大田町第２

大田町第３

川合町

久手町第１

長久町

仁万・天河内

三瓶町第１

三瓶町第２

三瓶町第３

山口町

富山町

朝山町

波根町

久手町第２

鳥井町

大田小学校

職業訓練センター

第一中学校体育館

川合まちづくりセンター

久手まちづくりセンター

長久まちづくりセンター

仁摩農村環境改善センター

志学まちづくりセンター

池田まちづくりセンター

多根自治会館

北三瓶まちづくりセンター

富山まちづくりセンター

朝山まちづくりセンター

波根まちづくりセンター

第二中学校

鳥井まちづくりセンター

静間まちづくりセンター

五十猛まちづくりセンター

大屋まちづくりセンター

久利まちづくりセンター

大森町並み交流センター

水上まちづくりセンター

祖式まちづくりセンター

大代まちづくりセンター

湯里まちづくりセンター

温泉津まちづくりセンター

井田まちづくりセンター

福波まちづくりセンター

宅野まちづくりセンター

仁摩文化振興会館

馬路まちづくりセンター

投票区 投票所 投票区 投票所

投
票
で
き
る
人

投
票
所

投
票
所
入
場
券
は
圧
着

ハ
ガ
キ
で
郵
送
し
ま
す



投票できる有権者

山口町投票区

川合町投票区

三瓶町第１投票区

井田投票区

湯里投票区

設置場所

佐津目地区集会所

鶴府集会所

東上山公民館

荻村集会所

コミュニティよずくの里

投票時間

３/31㈫　10：00～12：00

４/１㈬　９：30～11：30

４/１㈬　14：00～16：00

４/２㈭　10：00～12：00

４/２㈭　14：00～16：00

期日前
投票所
佐津目

鶴　府

上　山

荻　村

西　田

　
投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
の
際
、
入
場
券
の
裏
面
に

あ
る
宣
誓
書
に
記
入
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
、
宣
誓
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
持
参
さ
れ
る
と

受
付
を
早
く
す
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
が
で
き
る
日
時
、

場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
大
田
・
温
泉
津
・
仁
摩

の
各
期
日
前
投
票
所
の
ほ
か
に
、

次
の
と
お
り
期
日
前
投
票
所
を
設

置
し
ま
す
。
該
当
の
投
票
区
の
有

権
者
の
人
は
、
ご
都
合
に
あ
わ
せ

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人

　
仕
事
な
ど
で
市
外
に
滞
在
中
の

人
は
、
大
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
を
請
求
し
、
受
領
後

に
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
で
き
ま
す
。
郵
送
な
ど
に
日

数
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
投
票
用

紙
等
請
求
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
入
院
・
入
所
中
の
人

　
島
根
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指

定
す
る
病
院
、
老
人
施
設
な
ど
に

入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
病
院
長

や
施
設
長
に
申
し
出
る
こ
と
で
、

そ
の
病
院
、
施
設
な
ど
で
投
票
が

で
き
ま
す
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
法
律
の
定

め
る
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

人
、
ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介

護
５
の
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
大
田
市

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
た

後
、
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
郵
便
等
投
票

証
明
書
が
必
要
な
人
は
、
早
め
に

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
投

票
用
紙
な
ど
の
請
求
期
限
は
、
４

月
１
日
㈬
必
着
で
す
。
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
点
字
投
票
　

　
点
字
に
よ
る
投
票
を
希
望
す
る

人
は
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
投
票
所
に
は
点
字

器
と
点
字
の
候
補
者
氏
名
表
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ご
持
参
し
た
点
字
器
を
使

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
代
理
投
票

　
け
が
な
ど
の
た
め
、
投
票
用
紙

に
自
分
で
記
入
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
、
投
票
所
の
係
員
が
代

筆
す
る
代
理
投
票
に
よ
り
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
投

票
所
の
係
員
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　
ご
家
族
や
同
行
者
が
本
人
の
代

わ
り
に
投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
選
挙
公
報
は
、
作
成
次
第
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
告
示
後
に
新
聞
折
り
込
み

に
よ
り
配
布
す
る
ほ
か
、
市
役
所

本
庁
、
温
泉
津
・
仁
摩
両
支
所
、

各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
中
央

図
書
館
に
配
置
し
ま
す
。
新
聞
を

購
読
し
て
い
な
い
人
な
ど
、
ご
希

望
が
あ
れ
ば
郵
送
で
お
届
け
し
ま

す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
初
回
の
み
で
、
次
回

選
挙
か
ら
は
継
続
し
て
郵
送
し
ま

す
。

　
選
挙
公
報
を
音
訳
し
た
「
選
挙

の
お
知
ら
せ
」
を
作
成
し
ま
す
。

「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
の
配
布
を

希
望
す
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
０
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）
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仁　摩

仁摩支所
市民室　

期日前
投票所 大　田

市役所４階
小講堂　　

温泉津

温泉津まちづくり
センター　　　　

３/30（月）～４/４（土）

8：30～20：00

設　置
場　所
設　置
期　間
投　票
時　間
※　区域指定はなく、どの期日前投票所でも投票できます

音
声
版
「
選
挙
の
お
知

ら
せ
」
に
つ
い
て

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

点
字
投
票
・
代
理
投
票

選
挙
公
報



大田商工会議所職員が育児漫画を発刊

スーパーポジティブ育児漫画

吉
田
慎
矢
さ
ん 《

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

市
長
の
日
記

　大田商工会議所職員の吉田慎矢さんが、スーパーポジ
ティブ育児漫画「育児の全部楽しんでいます。～父の
４人子育て日記、時々仕事～」を発刊（株式会社ＫＡＤＯ
ＫＡＷＡ）したことを１月14日、市長に報告しました。
　吉田さんは「ＳＮＳに絵日記として漫画を掲載して
いたところ、多くの方にフォローされ、出版社から声が
かかった。育児中の方に読んでいただき『こんな考え方を
すれば育児が楽になるかも。こんな視点で見れば育児っ
て楽しいかも』と思っていただければ」と話しました。

島根県県民いきいき活動奨励賞を受賞

川合町自主防災会協議会

　川合町自主防災会協議会（松井功会長）が「令和７年
度島根県県民いきいき活動奨励賞」を受賞したことを
12月18日、市長に報告しました。
　この賞は、地域への貢献度が高い活動を表彰し、さら
なる活動の活性化を目指すとともに、県民の活動への
関心を高め、多くの人の参加や支援を促進するものです。
　松井会長は「これまでの活動が評価されうれしく思
う。今後も将来に渡って活動が継続できるよう次世代・
次々世代の育成に努めていきたい」と話しました。

松
井
功
会
長
（
左
）

大田市教育委員会表彰
文化やスポーツ活動

受賞された皆さんと関係者

　文化やスポーツ活動で顕著な成績をおさめた児童・
生徒・団体を表彰しました。
　１月16日、表彰式をおこない、武田教育長から表彰
状と記念品を手渡しました。

　「ふるさと そして 未来」作文コンクール2025の表彰式
を１月８日に実施しました。これは、20年間続いた難波
利三ふるさと文芸賞を引き継ぐもので、市内の小・中学
生を対象に令和２年度からおこなっています。受賞した
６人が表彰状を受け取ったほか、難波利三賞の受賞者
２人が作品を朗読し、ふるさとへの思いを発表しました。

「ふるさとそして 未来」
　　　　　　　 作文コンクール

前
列
左
か
ら
松
尾
さ
ん
、
日
向
さ
ん
、

湯
川
さ
ん
、
後
列
左
か
ら
山
本
さ
ん
、

久
原
さ
ん
、
岩
倉
さ
ん

受賞者の皆さん（敬称略）
◇小学生の部  ○内は学年
　難波利三賞　　　日向　心優　　高山小⑥
　市長賞　　　　　松尾　真奈　　志学小④
　審査員特別賞　　湯川　実李　　川合小⑤
◇中学生の部　
　難波利三賞　　　久原　琉之介　北三瓶中②
　市長賞　　　　　岩倉　美織　　大田西中①
　審査員特別賞　　山本　ちゅな　志学中②
　　　　　　　　   問社会教育課（☎0854‐83‐8130）

受賞された皆さん（順不同・敬称略）
【個人の部】○内は学年
橋口　胡杜　　大田小②　 野原　初美　第一中③
松尾　珠乃莉　志学小④　 金子　奈都　第二中③
吉田　果央　　志学小⑥　 山本　晏那　北三瓶中②
大原　陸人　　久屋小③　 髙橋　佑実　第三中③
谷本　稟　　　仁摩小⑥　 後藤　結那　大田西中③

【団体の部】第二中学校野球部
　　　　　問教育委員会総務課（☎0854‐83‐8119）
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大田地区更生保護女性会　森脇岸江会長（左）と関係者ら大田地区更生保護女性会　森脇岸江会長（左）と関係者ら

　１月５日、昨年に引き続き大田地区更生保護女性
会より「福来るふくろう」を寄贈いただきました。
　大田地区更生保護女性会では、代官山動物園の
清掃や花の植栽、保育園での読み聞かせ、子どもの
見守りなどの活動を通して、犯罪のない暮らしやす
い社会の実現を目指している団体です。
　寄贈された「福来るふくろう」は、10歳を迎える
児童の健やかな成長を祈念して会員が手作りしたも
ので、市内の小学校４年生全員を対象に贈られます。

寄贈された「福来るふくろう」寄贈された「福来るふくろう」

静間小学校が
中国ブロック・ユネスコＥＳＤ活動顕彰を受けました

　令和７年11月８日、「2025年度中国ブロック・ユネスコ活動研究会
in倉敷」において、静間小学校が中国ブロック・ユネスコＥＳＤ活動
顕彰を受けました。
　今回の顕彰は、静間小学校が「ハマナス愛護少年団」として保護観
察活動を継続しておこなってきたこと、また、近年では種から育てた
ハマナスの苗を校内に群生させ研究する活動が、ユネスコの提唱する
ＥＳＤ＊を具現化した事例と評価されたものです。
　ハマナスは北海道に多く見られる花で、静間町垂水地区の近藤ヶ浜
には、日本海岸における自生西限地として島根県の天然記念物の指定
を受けているハマナス群生地があります。昭和16年に地元研究者に
よりハマナスが発見され、保護観察活動が始まりました。昭和41年に
旧静間中学校で「ハマナス愛護少年団」を結成、その後中学校統合の
ため、昭和53年静間小学校に活動が引き継がれました。
　当日は、顕彰を受けるとともに、静間地域でおこなってきた愛護活
動と静間小学校でおこなってきた学習活動について、静間小学校教諭
が代表して実践発表をおこないました。
＊ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）
　　　　　　　　　　　　 問教育委員会総務課（☎0854‐83‐8119）
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寄  附 ありがとうございます
株式会社 ＨⅠＤＡＫＡ

（敬称略）１月５日

　寄附金は次代を担う子どもたちのため、教育振興基
金として積み立て、教育の振興に活用します。
　　　　　 問教育委員会総務課（☎0854‐83‐8119）

石見銀山基金への寄附者

・森田製菓株式会社
・イオンリテール株式会社
・一般社団法人大田市観光協会
・広島大田会募金箱
・市内設置募金箱 ありがとうございます
※　令和６年12月１日～令和７年12月31日までの確認分
　　（順不同・敬称略・公表を望まれない人を除く）
　　　　　　　　　 問石見銀山課（☎0854‐83‐8131）

大田地区更生保護女性会
市内小学校に「福来るふくろう」を寄贈

守られていますか？あなたの人権
人権擁護委員は
あなたのまちの身近な
相談パートナーです

◆人権擁護委員をご存じですか？
　人権擁護委員は、地域の皆さんから
人権相談を受け、問題解決のお手伝い
や、法務局の職員と協力して人権侵害
を受けた被害者の救済をおこない、
地域の皆さんに人権について関心を
もってもらえるように啓発活動をして
います。
◆人権擁護委員に委嘱
　大田市の人権擁護委員に、新任とし
て伊藤裕子さん、再任として月森美帆
さん、岩根礼子さんが１月１日付けで、
法務大臣から委嘱されました。
　任期は３年です。
 　 問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

問教育委員会総務課（☎0854‐83‐8119）
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鬼村の鬼岩をバックに
おにむら おにいわ ば っ く

国際交流員　サトウ・アンドレイア・ユリコ
こくさいこうりゅういん さ　と　う　　　あ　ん　ど　れ　い　あ　　　ゆ　り　こ

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8030）
ていじゅうか

こくさいこうりゅういん

～国際交流員としての４年間を振り返って～
かえねんかん ふ

くらしの便利帳を配布しています
　生活に必要な情報をまとめ、全世帯に配布する「くらしの
便利帳」2026年版を㈱サイネックスと官民協働事業を活用し、
発行しました。
　発行にあたり、㈱サイネックス・ネットワークが各世帯に
ポストへの投函による配布をおこなっています。順番に配布
していますが、３月になってもお手元に届かない場合は、
ご連絡をお願いします。 問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

【配布期間】
令和８年２月中

令和８年３月２８日（土）開通

山陰道『三隅・益田道路』
問事業推進課（☎0854‐83‐8094）

　「三隅・益田道路」（延長15.2km）が３月28日㈯に開通することが
国土交通省より発表されました。
　令和７年３月に開通した「出雲・湖陵道路」、「湖陵・多伎道路」
に続く開通であり、これにより、島根県内の開通率が約85％になり
ます。
　大田市が高規格道路ネットワークと繋がり約１年が経ちます。
開通効果として、移動時間の短縮によって島根県西部の主要観光地
の観光客数が増加したことや、輸送時間が短縮されたことによって、
輸送可能範囲が拡大するなど、山陰道の開通が人流・物流の活性化
に大きく寄与しています。
　市内では福光・浅利道路が現在事業中であり、１日も早い完成と、
全線開通に向けて引き続き関係機関へ強く要望していきます。

【山陰道の整備状況】

３月になっても
届かない場合は
連絡を！

　今年度をもちまして、国際交流員としての任期を終えることとなりまし
た。この４年間、地域の皆さんと共に学び合えたことを心から嬉しく思い
ます。大田市に来てから、あっという間に時が過ぎました。地域の方々に
温かく迎えていただきながら行事やイベントに参加し、地元の皆さんと交
流ができたことは私にとって価値ある体験です。特に、地域の小学生との
交流やまちづくりセンターでのブラジル文化紹介、異文化理解を深める活
動を通じて、国際交流の重要性を再認識しました。また、ブラジルから来
た方々への通訳・翻訳業務を通じて、たくさんの方と繋がる貴重な機会を
得ることもできました。この経験は、私にとって大きな学びとなり、今後の
人生に生かしていきたいと思います。皆さんのおかげで、素晴らしい４年間
を過ごすことができました。Ｏｂｒｉｇａｄａ！（ありがとうございました！）

こんねん ど

ねんかん

おお  だ　し き

あたた むか

りゅう わたし か　ち たいけん とく ち いき しょうがくせい

ぎょうじ い べ ん と さん  か じ もと みな こう

ち いき かたがたま とき す

ち いき まな あ こころ うれ おもみな とも

にん き おこくさいこうりゅういん

こうりゅう せ ん た ー

つう

かたがた

い おも みな す　ば ねんかん

けいけん わたし おお まな

かた つな き ちょう き かい

こん  ご

ほんやくぎょうむ つう

こくさいこうりゅう じゅうようせい さいにんしき ぶ ら じ る

ぶ ら じ る ぶん かしょうかい い ぶん  か   り かい ふか かつ

きどう

つうやく

え

じんせい

お ぶ り が ー だす

＜事業中区間（大田市内）＞
　・道路名：福光・浅利道路（延長6.5km）
＜事業中区間（その他）＞
　・道路名：益田道路（久城～高津）
　・道路名：益田西道路
　・道路名：益田・田万川道路
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大田市ＤＭＯってなーに？
～大田市のみんなで観光地域づくり～

【大田市ＤＭＯの取り組み　パート③】

　大田市ＤＭＯは市内のさまざまな関係者と連携し、観光地域づくりに取り組んでいます。私たちと一緒に大田
市の良さを伝え、未来につなげていきましょう！ここでは、ＤＭＯと地域で取り組んでいる企画をご紹介します。
　今回は、令和７年度におこなった大田市の魅力紹介や地域のイベント参加などの活動を報告します。

大田市観光サイト Facebook YouTubeⅠnstagram

地域連携

商品造成

2027年には石見銀山世界遺産登録20周年・発見500年を迎えます。
大田市みんなで盛り上げましょう！

問観光振興課
（☎0854‐83‐8192）

大田市DMO事務局
（一社）大田市観光協会
（☎0854‐88‐9950）

　私たちは、観光を通じて大田市をさらに活性化させ、「住んでよし、訪れてよし」のまちであり
続けることを目指しています。来年度も引き続き、皆さんの深いご理解と、日々の温かいご協力、
お力添えをいただきますよう、心よりお願い申し上げます。

情報発信

山陰道から
　 新しい賑わいを！
～誘客チラシの作成～

大田市観光サイトの
イベント情報掲載
SNSでの情報発信

商談会やイベントでの
　 観光PR・物販など

商談会後
　 旅行会社の視察

ツアーチラシ

大田市民向け
 　 ツアーの開催！

おおだ未来お仕事

フェスタへの参加

地元の子どもたちが観光チラシ作りに挑戦しました！

ツアー名【15名限定募集！】
 小型バスで行く！清流せせらぐ神秘のわさび田と癒しの森林セラピー　
　～自然に癒される特別な２日間～
【コースコード】ＤＣ25Ｓ-84　　出発地/広島駅新幹線口・アストラムライン古市駅
旅行代金/57,800円～61,800円　　主催/旅行会社　たびまちゲート広島　　
旅行日数/１泊２日（３月14日、３月26日、４月２日、４月11日にて受付中）　
観光地/さんべのわさび田、さんべ縄文の森ミュージアム、浮布池展望所、
　　　  石見國一宮物部神社、赤名湿地、
　　　  飯南町森林、道の駅赤来高原
※ツアー内容についてのお問い合わせは、下記
までお願い致します。TEL：082‐543‐2121

視察を基に
ツアーが
造成され、

現在販売中‼



ひとりで悩んでいませんか？

広報おおだ　Ｒ8（2026）2.19 ８

こんにちは
保健師です

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

　３月は、卒業や就職、転勤、引越しなど、生活が大きく変わる季節です。
　環境の変化は、知らないうちに心や体にストレスを与えることがあります。
　なんだか気分が晴れない、よく眠れない… それは、こころが少し疲れているサインかもしれません。そんな
ときは、ひとりで抱え込まず、誰かに話してみることが大切です。

□ 気分が落ち込む、憂うつな気持ちが続く
□ 何をしても楽しめない
□ 疲れやすく、やる気が出ない
□ 食欲がない、または食べ過ぎてしまう

□ よく眠れない、または寝すぎてしまう
□ 周囲への関心がなくなる
□ 原因のわからない体の不調（頭痛、めまい、動悸など）が続く

こんな「こころのサイン」ありませんか？

～３月は「自死対策強化月間」です～

✿

　悩みを抱えることは、誰にでもあります。一人で抱え込まず、あなたの気持ちを
聴かせてください。匿名・無料で相談できる窓口があります。

ひとりで悩まないで、誰かに相談してみませんか？✿

相談先一覧はこちら

＃いのちＳＯＳ

いのちの電話

あなたのいばしょ

市役所
健康増進課

相談窓口

0120‐061‐338
（無料/24時間/365日）

0120‐783‐556
（毎日16:00～21:00）

https://talkme.jp/
（無料/24時間/365日）

0854‐83‐8056
（平日８:30～17:15）

電話番号など/実施日時 特徴

「死にたい」「消えたい」「生きることに
疲れた」など、あなたの気持ちを専門
の相談員が聴き、一緒に考えます。

Ｗｅｂサイトからチャットでいつでも
相談できます。

保健師にこころの相談ができます。

献血に
ご協力ください

３月20日㈮・㈷ 10：00～12：00
13：30～16：00

イオン大田店（長久町）

ご自身やあなたの大切な人に１つでも当てはまることがあれば、それはこころが休息を求めている
のかもしれません。

ホッと一息、休憩してみませんか？

誰かに相談することも大切です

今月の「＋１」
プラスワン

♡

♡
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☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
　※　受診時に自己負担軽減を希望の人は、証明できる書類が必要です。
　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。
　また、加入の医療保険が分かる書類（「資格情報のお知らせ」または「資格確認書」）
　をご持参ください。

健康ガイド３月

３月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル９:00～10:30

母子健康手帳・おむつ
バスタオル身体計測、授乳相談ごくごく

授乳相談 13:00～16:3018日㈬
こども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）

大田市役所　４階和室４日㈬

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

乳幼児相談

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など 予約方法

50歳以上
・令和６年度胃がん検診

（胃バリウム検査・胃カメラ
検査）を受けていない人
・胃の治療中や胃薬内服を
していない人
◎自己負担金　3,000円
※　無料になる人…生活保
護世帯の世帯員、市民税非
課税世帯の世帯員のみ

20歳以上の女性
対象者に個別通知を送付し
ています。
◎自己負担金
・子宮頸部細胞診 1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）
　1,500円

40歳以上の女性
（２年に１回）
◎自己負担金　2,000円

島根県立中央病院ほか６医療機関
（市ホームページをご確認ください）

石田医院、合原医院、昭和医院、
福田医院、木島医院、郷原医院

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

出雲市

大田市

☆子宮頸がん
検診

ひゃくどみクリニック
（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根
（☎0853‐20‐0649）

出雲市

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

胃がん
（胃カメラ）

検診

健康増進課へ電話
（☎0854‐83‐8151）
または予約サイトか
ら予約してください。

【予約サイト】

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）大田市

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

種　類 医療機関 対象者など
その他の検診

歯周疾患検診
（１月～３月） 市内の歯科医療機関 令和８年４月１日現在で20歳の人

◎自己負担金　無料

※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。

９

問こども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

直接各医療機関へ
予約してください。
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石見銀山遺跡の
発掘調査　その５

修理事業前の豊栄神社

『あずかりっ子』　クレア・キーガン‖著
　　　　　　　　 　 鴻巣友季子‖訳　早川書房

　物語の舞台はアイルランド。大家
族で暮らす少女は新しい家族が増え
るため、夏の間、親戚夫婦に預けら
れます。戸惑いを感じつつ、おじさ
ん、おばさんから愛情を注がれ、次
第に心を開いていく少女。そんな夏
も終わりに近づき…。
　全編を通して静かな時間が流れ、
少女のひと夏の成長に胸が温まる作
品です。

おすすめの本

10

◇展示テーマ

問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00

第35回

市ホームページ

　

３月の図書館お休みの日◇３月の行事

　
今
回
は
、
平
成
27
年
度
に
実
施

し
た
豊
栄
神
社
の
発
掘
調
査
成
果

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
豊
栄
神
社
は
、
石
見
銀
山
遺
跡

の
下
河
原
地
区
に
位
置
し
、
江
戸

時
代
に
は
毛
利
元
就
の
木
像
を
安

置
す
る
長
安
寺
と
い
う
寺
院
で
し

た
。
明
治
時
代
に
毛
利
元
就
へ

「
豊
栄
」
の
神
号
が
授
与
さ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
神
社
へ
と
変

わ
っ
た
、
少
し
珍
し
い
歴
史
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
社
殿
は
、
慶
応
２
（
１

８
６
６
）
年
か
ら
明
治
２
（
１
８

６
９
）
年
に
か
け
て
、
当
時
こ
の

地
を
治
め
て
い
た
長
州
藩
が
中
心

と
な
っ
て
造
営
し
た
も
の
で
、
建

築
年
代
や
経
緯
が
明
確
な
貴
重
な

文
化
財
で
す
。

　
平
成
28
年
か
ら
令
和
４
年
に
か

け
て
お
こ
な
わ
れ
た
社
殿
の
修
理

事
業
に
よ
り
、
往
時
の
姿
が
復
元

さ
れ
ま
し
た
が
、
修
理
前
は
昭
和

18
（
１
９
４
３
）
年
の
水
害
に
よ

る
被
害
が
大
き
く
、
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
る
ほ
ど
傷
ん
で
い
ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
は
、
修
理
に
必
要
な

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
、
境
内
地

の
造
成
状
況
や
、
本
来
の
排
水
施

設
の
確
認
を
主
な
目
的
と
し
て
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
の
結
果
、
境
内
全
体

に
昭
和
18
年
水
害
の
影
響
が
及
ん

で
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

水
害
後
の
復
旧
は
限
定
的
で
、
参

道
以
外
に
は
流
入
し
た
土
砂
が
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
豊
栄
神

社
の
参
道
は
、
今
で
も
周
囲
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
本

来
の
地
形
で
は
な
く
、
水
害
の
痕

跡
で
し
た
。
土
砂
の
中
に
は
倒
れ

た
玉
垣
や
石
造
物
の
破
片
も
残
っ

て
お
り
、
災
害
と
当
時
の
復
旧
の

実
態
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
個
別
の
調
査
成
果
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

と
よ
さ
か

し
も  

が 

わ
ら

土火 木 金日 月 水

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

■：２館共通

こうの  す

（中央図書館所蔵）

『書評の本』
　書評の本は小説から実用書までいろいろな種類
の本が紹介されています。今月は新聞や雑誌の書
評で掲載された本を集めてみました。普段手に取
らないような本も、ぜひ挑戦してみてください。

仁
　摩

中
　央

『あしあと』
　みなさんは “あしあと” という言葉からどんな
ものをイメージしましたか？
　今回の展示ではいろいろな “あしあと” に関連
する本を展示します。
　読書のきっかけとなる “あしあと” をつくれま
すように･･･。

世界希少・難治性疾患の日
啓発展示

１日㈰ ～ 26日㈭

８日㈰　①10:30～　②14:00~ 
４日㈬ ～ 23日㈪
７日㈯　　13:30～
11日㈬ ～ 26日㈭
21日㈯　　10:15～

14日㈯　①10:30～　②14:00～
28日㈯　①10:30～　②14:00～

図書館

仁 摩

中 央
５日㈭ ～ 19日㈭

行　　事 日　　時

映画上映会
災害り災啓発展
災害り災啓発講座
自死予防に関する啓発展
おはなし会

定めの松のあゆみ

おはなし会
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「
犯
罪
被
害
者
お
よ
び

　
　
　  

そ
の
家
族
」
と
は

　
犯
罪
被
害
者
と
は
、
犯
罪
行
為

に
よ
っ
て
身
体
的
・
経
済
的
・
精

神
的
な
損
害
を
受
け
た
人
々
を
指

し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
家
族
は
、

被
害
者
の
事
件
を
通
じ
て
直
接

的
・
間
接
的
に
影
響
を
受
け
る

人
々
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
過
度
な

ス
ト
レ
ス
や
社
会
的
孤
立
、
経
済

的
困
窮
に
直
面
し
ま
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
が
差
別
や
偏
見
を
受
け
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
「
被
害

者
側
が
犯
罪
を
引
き
起
こ
し
た
」

と
い
っ
た
誤
解
や
、
被
害
者
自
身

が
事
件
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
に

対
し
て
無
意
識
の
う
ち
に
否
定
的

に
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら

で
す
。
こ
う
し
た
偏
見
が
、
さ
ら

に
精
神
的
・
社
会
的
な
負
担
を
大

き
く
し
て
い
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が

受
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
被
害

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
受

け
る
被
害
は
、
身
体
的
・
経
済

的
・
精
神
的
と
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。

〇
身
体
的
被
害
：
命
を
失
っ
た

　
り
、
け
が
を
負
っ
た
り
す
る
こ

　
と

〇
経
済
的
被
害
：
物
品
の
損
失
や

　
仕
事
を
失
う
こ
と
に
よ
る
経
済

　
的
困
窮

〇
精
神
的
被
害
：
事
件
が
引
き
起

　
こ
す
心
的
外
傷
（
ト
ラ
ウ
マ
）

　
や
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

　
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
な
ど

二
次
的
被
害
と
は

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
さ

ら
に
直
面
す
る
問
題
と
し
て
「
二

次
的
被
害
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま

れ
ま
す
。

〇
経
済
的
負
担
：
医
療
費
や
生
活

　
費
が
足
り
な
く
な
る
こ
と

〇
精
神
的
・
時
間
的
負
担
：
捜
査

　
や
裁
判
が
長
引
く
こ
と
で
、
精

　
神
的
な
ス
ト
レ
ス
や
時
間
的
な

　
余
裕
の
な
さ
が
生
じ
る
こ
と

〇
社
会
的
負
担
：
周
囲
か
ら
の
無

　
責
任
な
噂
や
メ
デ
ィ
ア
の
報
道

　
に
よ
っ
て
心
が
痛
む
こ
と

　
こ
の
よ
う
な
二
次
的
被
害
が
、

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
事
件

か
ら
回
復
す
る
過
程
を
さ
ら
に
難

し
く
し
て
い
る
こ
と
は
、
深
刻
な

問
題
で
す
。

世
界
で
の
取
り
組
み

　
国
際
社
会
で
は
、
犯
罪
被
害
者

や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
が
ま
す
ま

す
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９

８
５
年
、
国
際
連
合
総
会
で
「
犯

罪
及
び
権
力
濫
用
の
被
害
者
の
た

め
の
司
法
の
基
本
原
則
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
、
犯
罪
被
害
者
へ
の
支

援
強
化
が
求
め
ら
れ
る
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
の
取
り
組
み

　
日
本
で
は
、
１
９
８
０
年
に

「
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
支
給
法
」

が
制
定
さ
れ
、
犯
罪
被
害
者
お
よ

び
そ
の
家
族
へ
の
経
済
的
支
援
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
被
害

者
支
援
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
全

国
で
被
害
者
支
援
機
関
の
整
備
が

進
み
ま
し
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
再
就
職
支
援
、
メ
デ
ィ
ア
倫
理

の
強
化
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
や

そ
の
家
族
の
社
会
復
帰
支
援
が
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
被
害

者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
理
解
と

支
援
が
広
が
り
、
社
会
全
体
で
支

え
る
体
制
が
築
か
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

被
害
者
支
援
の
機
関

　
１
９
９
２
年
に
は
、
日
本
で
初

め
て
東
京
医
科
歯
科
大
学
に
民
間

被
害
者
支
援
団
体
「
犯
罪
被
害
者

相
談
室
」
が
設
置
さ
れ
、
犯
罪
被

害
者
や
そ
の
家
族
の
支
援
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
47
都
道
府

県
す
べ
て
に
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
支
援
を
提

供
す
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

解
決
に
向
け
て

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
受

け
る
偏
見
や
差
別
を
解
消
す
る
た

め
に
は
、
社
会
全
体
の
理
解
と
意

識
の
向
上
が
必
要
で
す
。
問
題
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
、
当
事
者

の
立
場
に
立
っ
た
支
援
を
お
こ
な

う
こ
と
が
、
真
の
解
決
に
つ
な
が

り
ま
す
。

令
和
８
年
度
第
１
回
人
権
を

考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お

お
だ
ふ
れ
あ
い
会
館
第
１
回

人
権
・
同
和
問
題
研
修
会

　
市
で
は
、
犯
罪
被
害
者
お
よ
び

そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
（
研
修

会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
22
日
㈬

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
４
階
集
会
室

▽
講
師
　
上
田
い
ず
み
さ
ん

　（
公
社
）島
根
被
害
者
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
　
事
務
局
長

▽
演
題
　「
被
害
」は
遠
い
世
界
の

　
こ
と
で
し
ょ
う
か

　
〜
犯
罪
被
害
者
等
に
寄
り
添
う

　
支
援
活
動
に
つ
い
て
〜

▽
参
加
費
　
無
料

▽
備
考
　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

　
が
あ
り
ま
す

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

11

きずな
犯
罪
被
害
者
お
よ
び

そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、
事
件
に
よ
る
深
い
悲
し
み
や
シ
ョ
ッ
ク

に
加
え
、
社
会
的
な
偏
見
や
差
別
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
広
ま
っ
た
現
代
で
は
、
無
責
任
な
噂
や
中

傷
に
よ
っ
て
名
誉
が
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
た

り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
単
な
る
個
人
的

な
悩
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
人
権
課
題
で
す
。
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市　勢
（令和８年２月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　30,743人　（△  43）
　・男　　14,813人　（△  35）
　・女　　15,930人　（△   8）
○世帯数　15,131世帯（△  13）
○出生数　　　15人
○死亡数　　　74人
○面　積　435.34㎢

▽
指
定
管
理
者
　
特
定
非
営
利
活

　
動
法
人
　
石
見
銀
山
資
料
館

▽
管
理
期
間
　
令
和
８
年
４
月
１

　
日
〜
令
和
13
年
３
月
31
日

問
石
見
銀
山
課
文
化
資
源
活
用
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
３
）

③
石
見
銀
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
他
周
辺
施
設
（
石
見
銀
山
世
界

　
遺
産
セ
ン
タ
ー
、
石
見
銀
山
街

　
道
市
民
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
、

　
大
久
保
間
歩
、
石
見
銀
山
本
谷

　
ス
ポ
ッ
ト
広
場
、
石
見
銀
山
公

　
園
・
本
谷
地
区
）

▽
指
定
管
理
者
　
石
見
交
通
株
式

　
会
社

▽
管
理
期
間
　
令
和
８
年
４
月
１

　
日
〜
令
和
13
年
３
月
31
日

問
石
見
銀
山
課
世
界
遺
産
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
１
）

　　
特
発
性
間
質
性
肺
炎
を
テ
ー
マ

に
難
病
医
療
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
講
演
後
に
は
講
師
の
先
生
を

交
え
て
交
流
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
26
日
㈭

　
　
　
　
14
時
〜
16
時

　
　
　 

（
受
付
13
時
30
分
〜
）

▽
会
場
　
出
雲
保
健
所（
出
雲
市
）

▽
申
込
方
法
　
電
話
・
メ
ー
ル
　

　
　

▽
申
込
期
限
　
３
月
12
日
㈭

▽
講
師
　
島
根
大
学
医
学
部
内
科

　
学
講
座  

呼
吸
器
・
臨
床
腫
瘍

　
学
教
授
　
磯
部
威
先
生

※
　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
　
県
央
保
健
所
で
も
講
演
会
の

み
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
・
問
し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
３
‐
24
‐
８
５
１
０
）

　
事
前
に
市
民
課
へ
の
予
約
が
必

要
で
す
。

◇
休
日
窓
口
（
日
曜
日
）

　
３
月
８
日
・
４
月
12
日

　
８
時
30
分
〜
12
時
　

◇
平
日
窓
口
延
長

　
３
月
16
日
㈪
・
４
月
１
日
㈬
・

　
２
日
㈭
・
20
日
㈪

　
17
時
20
分
〜
19
時
40
分

　
市
で
は
、
次
の
公
の
施
設
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

運
営
を
お
こ
な
う
た
め
、
令
和
８

年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
を
指
定

し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
担
当
部
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
仁
摩
サ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▽
指
定
管
理
者
　（
公
財
）
シ
ル

　
バ
ー
ラ
ン
ド
振
興
事
業
団

▽
管
理
期
間
　
令
和
８
年
４
月
１

　
日
〜
令
和
13
年
３
月
31
日

問
観
光
振
興
課
観
光
施
設
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
９
２
）

②
大
森
の
町
並
み
関
連
施
設
（
重

　
要
文
化
財
熊
谷
家
住
宅
、
代
官

　
所
地
役
人
旧
河
島
家
、
代
官
所

　
地
役
人
遺
宅
宗
岡
家
）

▽
申
請
・
交
付
場
所
　

　
市
役
所
本
庁
　
市
民
課

※
　
支
所
で
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

※
　
現
住
所
が
温
泉
津
町
と
仁
摩

町
の
人
は
、
各
支
所
で
カ
ー
ド
を

保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
５
日
前

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
　
住
民
票
な
ど
各
種
証
明
書
の

交
付
事
務
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

※
　
予
約
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
・
問
市
民
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
７
）

　
次
の
①
、②
に
該
当
す
る
人
は
、

４
月
以
降
も
多
子
加
算
（
第
３
子

以
降
）
を
受
け
る
た
め
に
、
対
象

の
子
を
養
育
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
書
類
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
が
な
い
場
合
、
４
月
分
以

降
の
手
当
額
が
減
額
と
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
お
手
続

き
く
だ
さ
い
。

　
該
当
者
へ
、
３
月
ま
で
に
通
知

文
を
送
付
し
ま
す
。

①
平
成
19
年
４
月
２
日
〜
平
成
20

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
（
高
校

３
年
生
年
代
）
を
含
め
、
３
人
以

上
の
子
を
養
育
し
て
い
る
人

②
既
に
「
監
護
相
当
・
生
計
費
負

担
に
つ
い
て
の
確
認
書
」
を
提
出

し
、
第
３
子
以
降
加
算
の
カ
ウ
ン

ト
対
象
と
な
っ
て
い
る
大
学
生
年

代
（
平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
子
が

短
大
、
専
門
学
校
な
ど
の
卒
業
予

定
年
月
を
迎
え
る
人

▽
提
出
期
限
　
３
月
31
日
㈫

 

（
郵
送
の
場
合
必
着
）

　
上
記
①
、
②
に
該
当
し
な
い
人

で
も
、
市
へ
届
出
さ
れ
て
い
る
監

護
や
生
計
負
担
の
状
況
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
に
は
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
こ
ど
も
政
策
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
高
校
卒
業
か
ら
大
学
生

年
代
の
子
に
つ
い
て
生
計
負
担
が

発
生
し
た
場
合
や
、
施
設
退
所
な

ど
に
よ
り
多
子
加
算
の
カ
ウ
ン
ト

対
象
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
届
出

が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
こ
ど
も
政
策
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
０
７
）

　
原
木
に
し
い
た
け
菌
を
打
ち
込

み
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
15
日
㈰

申

申

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先
申

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
・
夜
間
窓
口
を
開
設

児
童
手
当
の
多
子
加
算

催
　
　し

し
い
た
け
の
植
菌
体
験

指
定
管
理
者
の
指
定

難
病
医
療
講
演
会
・
交
流
会

shim
ane-nanbyou@

hsc-
shim

ane.jp



　
10
時
〜
12
時

▽
参
加
費
　
１
本
１
７
０
０
円

※
　
予
約
が
必
要
で
す
。

　
・
問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

　
世
界
的
に
男
女
平
等
を
尊
重
す

る
日
で
あ
る
３
月
８
日
の
国
際
女

性
デ
ー
に
ち
な
み
「
あ
す
て
ら
す

国
際
女
性
ウ
イ
ー
ク
」
を
開
催
し

ま
す
。

▽
期
間
　
３
月
１
日
㈰
〜
15
日
㈰

〇
映
画
上
映
会

▽
日
時
　
３
月
７
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
上
映
作
品
　
私
た
ち
の
声
（
２

　
０
２
２
年
／
１
１
２
分
）

▽
入
場
料
　
無
料

〇
テ
ー
マ
展
示「
女
の
子
だ
か
ら・

女
性
だ
か
ら 

が
な
く
な
る
世
界

を
め
ざ
し
て
」

〇
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
参
加
型
企

画
「
す
べ
て
の
女
性
た
ち
へ
贈
る

”メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
リ
ー
“」

問
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
０
０
）

▽
日
時
　
３
月
24
日
㈫

　
９
時
10
分
〜
16
時

※
　
着
火
は
10
時
頃

※
　
悪
天
候
の
場
合
は
、
翌
日
25

日
㈬
、
翌
々
日
26
日
㈭
に
順
延
し

ま
す
。

▽
会
場
　
三
瓶
山
西
の
原

※
　
火
入
れ
実
施
日
に
お
い
て
、

三
瓶
山
周
遊
道
路
の
西
の
原
付
近

の
一
部
で
、
交
通
規
制
を
実
施
し

ま
す
。

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
９
）

　
大
田
市
で
の
「
シ
ル
バ
ー
派
遣

事
業
」
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時
　
３
月
13
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

▽
申
込
期
限
　
３
月
12
日
㈭

※
　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

▽
受
験
資
格

・
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
17

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
、
大
学
（
短
期
大
学
を

　
除
く
）
を
卒
業
お
よ
び
令
和
９

　
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見

　
込
み
の
人
、
ま
た
は
そ
れ
と
同

　
等
の
資
格
が
あ
る
と
人
事
院
が

　
認
め
た
人

▽
受
験
申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

▽
受
付
期
間
　
２
月
19
日
㈭
〜
３

　
月
23
日
㈪

▽
採
用
案
内
情
報
な
ど

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

問
石
見
大
田
税
務
署

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
９
８
０
）

▽
テ
ー
マ
　
自
由

▽
参
加
資
格
　
大
田
市
在
住
・
出

　
身
者
、
市
内
事
業
所
・
学
校
に

　
在
籍
の
人

▽
作
品
サ
イ
ズ
　
Ａ
４
、
四
切
、

　
ワ
イ
ド
四
切
、
Ａ
３
、
半
切

▽
作
品
点
数
　
１
人
２
点
ま
で

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
・
搬
入
期
間
　
２
月
24
日

　
㈫
〜
３
月
６
日
㈮

▽
作
品
搬
入
場
所
　
大
田
市
文
化

　
協
会
（
市
民
会
館
１
階
）

　
写
真
用
の
額
で
出
品
く
だ
さ
い
。

Ａ
４
、
四
切
、
ワ
イ
ド
四
切
に
つ

い
て
は
額
の
貸
し
出
し
も
お
こ
な

い
ま
す
。

大
田
市
写
真
展

▽
日
時
　
３
月
20
日
㈮
・
21
日
㈯ 

　
　
　
　
９
時
〜
17
時

　
　
　 

（
21
日
は
16
時
ま
で
）

▽
会
場
　
市
民
会
館
　
中
ホ
ー
ル

　
・
問
大
田
市
文
化
協
会

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
５
５
３
９
）

　
今
、
地
域
の
無
形
の
文
化
が
注

目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
和
太
鼓
の

魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
た
め「
打
喜

揚
々
〜
和
太
鼓
を
楽
し
も
う
〜
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　
地
元
大
田
市
を
中
心
に
活
動
中

の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
、
石
見
銀
山

天
領
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
が
、
か
ま

え
方
か
ら
簡
単
な
曲
ま
で
、
や
さ

し
く
楽
し
く
指
導
し
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成

果
発
表
の
場
と
し
て
５
月
24
日
㈰

市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
す
る
和

太
鼓
公
演
に
一
緒
に
出
演
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
　

　
４
月
１
日
㈬
〜
５
月
24
日
㈰
　

　
毎
週
水
曜
日
19
時
〜
21
時

▽
会
場
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
参
加
費
　
１
５
０
０
円

▽
対
象
　
一
般
の
人
・
小
学
５
年

　
生
以
上
の
児
童
生
徒

▽
定
員
　
先
着
20
人
程
度

▽
申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
記
入

　
の
上
、
会
館
窓
口
へ
提
出

▽
申
込
期
限
　
３
月
25
日
㈬

　
・
問
大
田
市
民
会
館

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
９
３
８
）

申

申

申

申
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あ
す
て
ら
す

国
際
女
性
ウ
イ
ー
ク

募
　
　集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

②みんなの食堂
　　祖式ジム

子ども食堂 ３月の予定 子ども　無料
大　人　①③300円 ②④200円

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

28日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308
21日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
14日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

19日㈭17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）

第
15
回
大
田
市
写
真
展

国
税
専
門
官

三
瓶
西
の
原
火
入
れ（
予
定
）

和
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

申込ページ
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　お口の健康を保つことは、噛む力や飲み込む力、おいしく食べる力につながり、毎日
を元気に過ごすことにつながります。
　皆さんも、受賞された方々の『8020の秘訣』を取り入れてみてはいかがでしょうか。

問健康増進課（☎0854‐83‐8151)

　 　8020（はちまるにいまる）よい歯のコンクール表彰

こころとからだの健康は、お口の健康から

　80歳以上で自分の歯を20本以上持ち、お口の健康管理に取り組んでいる人を表彰する「8020よい歯のコンクー
ル」が県と島根県歯科医師会の共催でおこなわれました。本市からは、２名が優良賞を受賞されました。おめで
とうございます。

【優良賞】
森脇和範さん
　歯の本数：30本
　8020の秘訣
毎日１本１本丁寧に磨いていることです。
強い歯を残してくれた先祖に感謝しています。

柿田壽子さん
　歯の本数：21本
　8020の秘訣
漁師町で育ったので、小さいころから魚を
たくさん食べていました。
骨ごと食べられる魚もよく食べていました。

14

自
衛
官
候
補
生
等
募
集

▽
応
募
期
間

　
１
月
22
日
㈭
〜
３
月
30
日
㈪

▽
試
験
期
日
（
一
次
試
験
・
二
次

　
試
験
）
４
月
１
日
㈬
〜
４
月
19

　
日
㈰
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
１
日

▽
試
験
会
場

〇
一
次
試
験
　
自
宅
で
受
験
可
能

〇
二
次
試
験
　〈
一
般
〉
陸
上
自

　
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
〈
技
能
〉
陸

　
上
自
衛
隊
海
田
市
駐
屯
地
（
広

　
島
県
）

い
ず
れ
も

▽
試
験
科
目
　
筆
記
試
験
お
よ
び

　
適
性
検
査
（
ウ
ェ
ブ
試
験
）、

　
口
述
試
験
、
身
体
検
査

▽
採
用
予
定
日
　
採
用
予
定
通
知

　
書
で
通
知

◇
第
１
・
２
回
幹
部
候
補
生
（
一

　
般
・
飛
行
）（
男
女
）（
陸
上
・

　
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

▽
応
募
期
間
〈
第
１
回
〉

　
３
月
１
日
㈰
〜
４
月
３
日
㈮

　〈
第
２
回
〉

　
４
月
22
日
㈬
〜
６
月
５
日
㈮

◇
第
１
・
２
回
幹
部
候
補
曹
（
一

　
般
・
飛
行
）（
男
女
）（
陸
上
・

　
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

▽
応
募
期
間
〈
第
１
回
〉

　
３
月
１
日
㈰
〜
４
月
３
日
㈮

　〈
第
２
回
〉

　
４
月
22
日
㈬
〜
６
月
５
日
㈮

問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
０
０
１
５
）

◇
第
１
回（
仮
称
）２
等
陸
・
海
・

　
空
（
男
女
）（
陸
上
・
海
上
・
航

　
空
自
衛
隊
）

◇
第
１
回
一
般
曹
候
補
生（
男
女
）   

 

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
官
）

▽
応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有

　
し
、
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

▽
応
募
期
間
　

　
３
月
１
日
㈰
〜
５
月
７
日
㈭

▽
試
験
期
日

〇
一
次
試
験
　
５
月
16
日
㈯
〜
24

　
日
㈰
の
う
ち
１
日

〇
二
次
試
験
　
６
月
13
日
㈯
〜
28

　
日
㈰
の
う
ち
１
日

▽
試
験
会
場

〇
一
次
試
験
　
自
宅
で
受
験
可
能

〇
二
次
試
験
　

　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

◇
第
１
回
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・

　
技
能
）（
男
女
）

▽
応
募
資
格
〈
一
般
〉
日
本
国
籍

　
を
有
し
、
18
歳
以
上
52
歳
未
満

　
の
者
（
令
和
８
年
７
月
１
日
現

　
在
）〈
技
能
〉日
本
国
籍
を
有
し
、

　
18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技
能

　
に
応
じ
、
53
歳
か
ら
55
歳
未
満

　
の
者
（
令
和
８
年
７
月
１
日
現

　
在
）
経
験
年
数
な
ど
の
資
格
要

　
件
が
あ
り
ま
す
。
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▽日時　４月～６月　第１・３土曜日（５月は第１・２・３・５土曜日）
　　　　13時15分～16時30分　１日２講座
      　　日程の詳細は島根いのちの電話ホームページをご覧ください。
▽場所　いきいきプラザ島根（松江市）※　オンライン受講可能。
▽申込締切　３月20日㈮
▽受講費用　10,000円

　０歳から高校生年代（平成19年４月２日以降生まれ）の子どもを対象に手当を支給する「物価高対応子育て応
援手当」の申請手続きの受付が始まっています。
　申請期限は令和８年４月15日㈬です。お早めに手続きをお願いします。

【支給金額】

【手続きが必要な人】
下記①～④のいずれかに該当する人は市へ申請手続きが必要です。
① 令和８年１月１日から令和８年４月１日までに生まれた児童の父母などで大田市に住民票がある人
② 所属庁から児童手当を受給している公務員＊

③ 令和７年10月１日以降に離婚（離婚調停中なども含む）により児童手当の申請が必要になった人
④ 父母などの住民票が大田市にある児童が障がい児入所施設などに入所している場合、その施設などの設置者＊

＊②、④については、令和７年９月30日時点で児童の父母などの住民票が大田市にある人が対象です。
＊④に該当する人は、大田市独自の子育て応援手当についてのみ市へ申請が必要です。

※　大田市から児童手当を受給している人で、令和７年12月31日までに生まれた子どもにかかる手続きは不要です。
問こども政策課（☎0854‐83‐8107)

▽日時　７月～３月　毎週土曜日（第４土曜日を除く）　
▽場所　いきいきプラザ島根（松江市）　いわみーる（浜田市）
※　受講者数によっては、松江会場のみとなります。
※　オンライン受講不可。
▽応募資格　20歳～75歳くらいの人で、いのちの電話の趣旨に賛同し積極的に参加できる人。
▽受講費用　10,000円（ほかに１泊研修費・テキスト代6,000円程度）

第１課程　公開講座（全15回）　どなたでもご参加いただけます。関心のある人はぜひご参加ください。

第２課程　相談員養成講座　 相談員になるための講義と実習です。第１課程を10講座以上受講した人が対象です。

島根いのちの電話
ホームページ 申込フォーム

・問島根いのちの電話事務局（☎0852‐32‐5985)申

※　子ども１人あたり合計で最大30,000円
を支給します。
※　令和８年４月１日生まれの子どもにつ
いては、市から30,000円を支給します。
※　市独自の物価高対応子育て応援手当に
ついては「物価高騰対応重点支援地方創生
臨時交付金」を活用しています。

支給元 金額

20,000円

10,000円

30,000円

政府の物価高対応子育て応援手当
（対象は令和８年３月31日生まれまで）

市独自の物価高対応子育て応援手当
（対象は令和８年４月１日生まれまで）

合計

社会福祉法人 島根いのちの電話  第45期 相談員養成講座のご案内

物価高対応子育て応援手当について



相続登記の申請が義務化されました

　春の進学・就職シーズンは、転入や転出の手続きをする人が多い時期で
す。そこで、この期間に窓口の業務時間を延長しますので、日中に来庁す
ることが難しい人はご利用ください。
▽日時　３月31日㈫～４月２日㈭の３日間　19時まで
▽場所　本庁市民課のみ
▽取扱業務

▽転入・転出・転居届に必要なもの
〈転入〉
　転出した市町村発行の転出証明書、マイナンバーカード（お持ちの人）
　対象となる人が加入している健康保険の資格を確認できるもの、手当な
　どの振込先口座が分かるもの（各種医療費助成や児童手当などを受けて
　いる場合）
〈転出・転居〉
　マイナンバーカード、印鑑登録証、資格確認書、
　資格情報のお知らせ、各種医療費助成の受給資格証など
※　本人確認ができる免許証、マイナンバーカードなどをお持ちください。
※　手続きに必要な場合がありますので、はんこをお持ちください。

　「急ぐ日も足止め火を止め準備よし」を統一標語に
今年も全国一斉に春の火災予防運動が実施されます。
　市消防本部では、火災予防運動の行事の一環として
２月28日の午前に住宅用火災警報器（以下住警器）の
設置の聞き取り調査をおこないます。調査は市内全世
帯から無作為抽出された50世帯を対象におこないます
のでご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。

（災害対応などにより実施できなかった場合は、延期または中止します。）
　なお、大田市の住警器の設置率は70％です。住警器は新築・既存住宅全て
に設置が義務付けられています。まだ、設置されていない住宅は設置をお願
いします。また設置後、10年が交換の目安です。設置されているお宅はこの
機会に確認をお願いします。
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ごみの持ち込み

３月不燃ごみの収集日

　

持ち込み場所
▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　平日は持ち込みできません。

  
持ち込み時間

【月～金】（祝日を除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時

【第１・第３日曜日】　１日・15日　
一般家庭のみ
８時30分～11時30分

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
仁摩地区 

25
17
26
23
27
24
18
19
16
31
19

日日11
６
12
９
13
３
４
５
２
10
５

17日

問市民課（☎0854‐83‐8067)

問消防本部予防課（☎0854‐82‐0650)

市民課窓口の業務時間延長について

春季全国火災予防運動　３月１日㈰から７日㈯

届　　出

各種証明発行

転入届・転出届・転居届

戸籍の証明・住民票の写し、
印鑑証明・市税に関する証明など

マイナンバーカード交付（予約が必要です）



３月の相談
年金相談（要予約）

10日㈫　10時～15時
23日㈪　10時～15時

市役所４階小講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

３日㈫　９時～15時
予約締切　２月20日㈮　16時 市役所２階第２会議室

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）
申

６日㈮　９時～12時 仁万まちづくりセンター
行政相談

生活相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

10日㈫ 
10時～12時
要予約・無料

６日㈮・13日㈮・
19日㈭・27日㈮
10時～15時40分
要予約・原則無料
３回目の継続相談
から有料

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

こころの健康相談（要予約）
10日㈫ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）
県央保健所３日㈫・17日㈫ ９時30分～11時

申

難病相談

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9844）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

11日㈬ 
13時30分～15時30分

法的問題・法的手続きな
ど（来所）

相続問題、不動産に関す
ることなど（来所）

　・問大田市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）
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問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

13日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
13日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　２月25日㈬、26日㈭、27日㈮
　３月27日㈮、30日㈪、31日㈫

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
固定資産税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

３月31日
―

９期
９期

３月２日
４期
８期
８期

期限内に納付をお願いします税・保険料

13日㈮ 19時～20時30分

移動ナースバンク（要予約）

申　・問ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
看護補助者（資格不問）もご相談に応じます。

25日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

ハローワーク石見大田
福祉のお仕事相談会

25日㈬ 13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

14日㈯ 10時～11時30分
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株式会社出雲ポンプ
出雲 一樹代表取締役社長（左）

日本船舶薬品株式会社
黒川 順司広島営業所長（左）

企業版ふるさと納税に感謝状
　このたび、企業版ふるさと納税制度を活用し、日本
船舶薬品株式会社（神奈川県）および株式会社出雲
ポンプ（益田市）から「協働・共創により持続可能
なまちをつくる事業」にご寄附をいただきました。

詳しくは市ホームページを
ご覧ください

問政策企画課（☎0854‐83‐8005）

大田市消防出初式
２社が市長表彰を受けました２社が市長表彰を受けました

△表彰された企業（順不同・敬称略）
株式会社山﨑組（鳥井町）・稗田産業有限会社（久利町）

新庁舎整備基本設計に関する市民説明会を開催します
　令和６年度から実施しています新庁舎整備の基本設計は、
素案が完成しました。
　基本設計の素案では、近年の建設物価の上昇を踏まえ、将来
的な財政負担のなるべく少ない設計とするため、中間報告以降、
大幅な見直しをおこなっています。
　このたび、基本設計の素案の内容や、概算事業費および今後
の財源の見通しについてご説明し、市民の皆さんにご理解いた
だくため、市民説明会を開催します。ぜひご参加ください。

◆実施内容
　・新庁舎の基本設計および概算事業費、財源、
　　財政見通しについての説明
　・質疑応答　
　　※　説明は新庁舎整備課、財政課がおこない
　　ます。３/18㈬のみ市長が出席します。
◆対象者　
　　新庁舎整備事業に関心のある人
　　※　参加に伴う事前申し込みは不要です。
◆備考　
　　説明内容は、後日動画配信を予定しています。
　　また、当日の様子は、広報誌やホームページ
　　などで公開を予定しています。
　　　　　 問新庁舎整備課（☎0854‐83‐8010）

◆開催日時・場所
日　時 場　所

志学まちづくりセンター
波根まちづくりセンター
長久まちづくりセンター
川合まちづくりセンター
福波まちづくりセンター
馬路まちづくりセンター
大森まちづくりセンター

3月19日㈭
3月21日㈯
3月21日㈯
3月21日㈯
3月22日㈰
3月22日㈰
3月23日㈪

19:00‐21:00 
10:00‐12:00 
14:00‐16:00  
19:00‐21:00 
10:00‐12:00
14:00‐16:00
19:00‐21:00

3月18日㈬ 19:00‐21:00 大田市民会館中ホール
※ 手話通訳・要約筆記あり

　１月11日、大田市消防出初式を開催し、消防団員・消
防職員など約300人が、火災や災害から市民を守る決意
を新たにしました。
　式典では、昨年、一般協力者として消火活動の補助を
おこない、延焼拡大の防止に貢献した企業２社と永年、
地域の消防防災体制に貢献した退職団員などを表彰しま
した。また、福間達雄消防団長が「消防人としての自覚
を新たにし、使命達成にまい進する」と宣誓しました。
　式典終了後、約40台の車両と消防団員らが分列行進を
おこない、三瓶川沿いで一斉放水をしました。 問消防本部総務課（☎0854‐82‐0650）

三瓶川沿いで一斉放水をおこないました三瓶川沿いで一斉放水をおこないました


